エトヌプ（酒瓶）、トウキ（酒椀）、カスプ（杓子）

伝統的なお酒であるトノトは、発酵した米と雑穀から作られます。ここに展示されているエトヌプは、儀式の際にトノトをふるまうための入れ物として使われています。トノトは保存用容器からエトヌプに移され、さらにカスプに移されます。そして、儀式の参加者の飲み物として、さらに小さなトウキと呼ばれるカップに注がれます。

